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   We used Onoton  (a product of  Ono Pharmaceutical Co., Ltd.) to relieve the pain 

following various urological examinations and minor operations. 

   We obtained excellent results in the majority of the cases.

オ ノ トンは今回新 ら しく小野 薬品 よ り製造 発

売 された鎮痛剤 で あつ て,次 の ような組成 よ り

成つてい る.

プ ロマジ ン塩酸塩20mg

ピ ラ ビクール200mg

スル ピ リン100mg

ア ロバル ビタール10mg

塩 酸 ヂフエン ヒ ドラ ミン20mg

即 ち,一 種 の クロール プロマ ジンカクテル と

もみ られ,従 つ てプロマジ ン塩酸塩 に より,生

体 反応 の抑 制効果を期待 し,併 わせて ピラ ビク

ール ,ス ルピ リン,ア ロバル ビタール等 の組 み

合わせ による鎮痛作用 の 協 力 効果を 増強 せ し

め,更 にその持続時間 の延長 を図 らん とす るも

のである.

製 剤 は1筒2cc,徴 黄色 の液体で ある.

泌 尿器科領域 に於い て,包 茎手術,精 管結 紮

術等 の小手術 は主 として通院患者 に対 して行 わ

れ るため,手 術 に対 す る患者 の不安 を解 除 し,

疹痛 は抑 制す るが,睡 眠作 用は余 り大 き くない

薬剤 をブ レメヂクー ションとして,又 は手術 後

の疹痛発現 に備 えて使用す る ことが望 ましい.

また泌尿器科 的諸 検査,即 ち膀胱鏡検査,尿 管

カテーテ リス ムス,後 腹膜腔気体造影法,手 術

操作 を伴う精嚢腺造影等に応用する場合は,被

検患者に於て精神的不安又は痙痛による過度の

緊張のないことが望ましい.検 査の種類によつ

ては,患 者は精神的並びに肉体的に安静状態に

あり,そ の上迅速に医師の呼びかけに応じる必

要があり,こ の場合大 きな中枢抑制状態にない

ことが望まれる.即 ち,外 来患者を対照 とする

泌尿器科的小手術の補助麻酔剤 として,ま た経

尿道的泌尿器科的諸倹査並びに手術,そ の他の

泌尿器科的諸検査に粘膜麻酔剤や局所麻酔の補

助 として要請される薬剤は,1)安 価,2)使 用

法が簡便,3)鎮 痛効果が可及的大 きい,4)

睡眠作用が少い,5)効 果の出現が迅速で,持

続時間が長い,6)副 作用が無い,等 の諸条件

を充たすものであることが望 ましい訳である.

オノ トンは以上に述べた我女の希望を可成り

の程度に充たすべ く製造 されたものである.

使 用 成 績

我々は小野薬品より本剤の提供を受け,阪 大病院泌

尿器科外来患者63例に使用し,そ の55例に於いて満足

すべき成績を得た.そ の内訳は,胱 胱鏡検査38例,尿

管カテーテリスムス8例,後 腹膜腔気体造影法3例,

精藪腺造影法2例,膀 胱砕石術3例 及び小手術9例

で,即 ち検査の目的で49例,手 術の目的で14例 であ
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る.63例 中55例,即 ち86・7%に その効果が認められ,

無効は8例,即 ち13・3%で あった.副 作用としての睡

気は20例,即 ち31.8%に み られたが,検 査の妨げとな

るものではなかった(表1)

第1表 オノトy注 の使用成績の一覧表

術 式

胱 胱 鏡 検 査

尿管カテPテ リス
ムス
後腹膜腔気体造影法

精 轟 腺造 影 法

膀 胱 砕 石 術

小 手 術

徽 麟 蘇1繊 蘇
1有 「無}無 軽 度強度
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8

3

2

3

32
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0

0
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1
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1

1

1
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2

0

0
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1

備考

9 8 8 1
*2筒OI
使用

計
1・3・1・・1・14317囹

使 用 方 法

術前5～10分 に1筒2ccを 患渚Lの上脾部筋肉に注射

した.更 に術中或は術後に各1筒 追加使用した症例も

ある,

効 果

個人差はあるが,大 体5～15分 で効果が発現し,少

くとも4～6時 聞持続する.検 査の目的で用いたもの

で,検 査中睡眠のため検査の妨げとなった症例はない

が,終 了後睡気が強 く,1～2時 間診察室で臥床した

後帰宅したものが3例 あった.し かし無効例と錐も,

検査が不能であったと云 う訳ではない.膀 胱鏡検査に

際し,本 剤単独使用,オ ノカイyゼ リPと の併用,及

びオノカイyゼ リー単独使用 の3者 を比較して みた

が,有 意の差は認められなかった.従 って膀胱鏡検査

の目的で使用する場合は,鏡 筒挿入の際,術 者の熟練

度が影響するが,本 剤の使用により粘膜麻酔剤の併用

は必ず しも必要ではないと考える.

副 作 用

悪心,嘔 吐,痙 攣,シ ヨック,呼 吸抑制及び腸管麻

痺等の副作用はみられなかつた.な お,使 用対照に長

時聞持続する疹痛を訴える悪性腫瘍又は大手術患者を

含 まぬ所から,習 慣性の有無は検し得なかった.

考 按

要す るに本剤 はクロールプロマジンカクテル

と考え られ るか ら,ク ロールプ ロマジンによる

抗痙攣,制 吐作用及びシヨツク防止作用を有す

ると共に,ピ ラビクール,ス ルピ リン,ア ロバ

ルビクール等 の協力による鎮痛及び鎮静作用を

長時間延長せしめる長所がある.

また,一 般のカクテル製剤に比 し各配合薬剤

の量が少量宛であるところか ら,速 やかな吸収

による鎮静効果の少い利点か ら,通 院患者を対

照とする泌尿器科 的諸検査及び小手術の疹痛防

止並びに緊張の寛解及び術後の疹痛予防に使用

して便利であつた.我 女は63例 の諸種 の泌尿器

科的検査並びに小手術患者に使用し,その55例,

即ち86,7%に 極めて満足すべき結果を得た.ま

た,20例,即 ち31,8%に 眠気をみたが,3例 を

除いては何れも軽度で,検 査及び手術の遂行が

円滑に行われたのみではなく,何 れも安全に帰

宅せ しめ得た.膀 胱鏡検査には,そ の5～10分

前に注射してお くことにより,粘 膜麻酔剤の使

用を省略することの出来たのは予期 しない利点

であった.検 査 目的には,技 術 の過誤を考慮に

入れると,鎮 痛効果,催 眠効果共に過大にすぎ

ぬ必要があり,そ の持続時間 も過長 にすぎぬ必

要がある.此 等の点か ら,本 剤は他 のクロール

プロマジンカクテルに比 し,適 当で手頃な鎮痛

剤であり通院患者を対照とする一般外科小手術

患者にも充分使用可能のものと考える.

結 語

L新 鎮痛剤オノ トンを通院患者の泌尿器科

的諸検索及び小手術の鎮痛鎮静の目的に使用し

た.63例 中55例,即 ち86,7%に 有効であり,検

査の妨 げとならない程度の軽度の催眠作用を20

例,即 ち31,8%に 認めた.

2・ 膀胱鏡検査の施行は本剤2cc筋 注5～10

分後,粘 膜麻酔剤の併用なしに大部分の患者に

於て可能である.

3.本 剤は通院患者を対照 とする一般外科的

小手術の補助麻酔剤 としても充分 に使用可能で

ある.

本文の要旨は第135回日本泌尿器科学会大阪地方会

に於て発表した.




